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一
般
質
問

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

いよいよ高齢者施設が着工する旧校庭

夏休み中は「じぃじばぁば保育園」

で１日中プール遊び。
　（T・Tくん 8歳）

田
た な か

中立
た つ お

男議員
が町に問う！

毎朝午前２時〜３時、真夏でも

涼風に深呼吸をして２万5000歩

以上歩くと最高の気分。

 （T・Kさん　90歳）

甘酒としそジュースを作り、

毎日飲んで、質のよい睡眠と

朝食をしっかり食べています。
（Ｉ・Mさん　60代）次ページは「16人の一歩」

笠
かさはらひでひこ

原英彦議員
が町に問う！
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首掛け扇風機を使用しています。

涼しいし両手が使えて便利です。
（M・Kさん　48歳）

３２１

121110

151413

181716

212019

242322

393837

424140

454443

484746

272626

302928

363534

654

333231987

ゼロカーボンにつながる家庭用EV充電設備

激甚化する水害への備えを

文化財を後世に伝える施設に（竹沢小）

Ｑ
こ
の
発
表
に
対
し
て
、
町
民
へ
の

発
信
の
中
で
、
町
の
考
え
方
と
対
応
策

を
伝
え
る
事
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

10
年
前
の
レ

ポ
ー
ト
と
比
べ
て
﹁
改
善
﹂
と
の
分
析

も
あ
り
ま
し
た
。
将
来
推
計
の
結
果
の

一
つ
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
が
、
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
場
所
づ
く
り
を
考
え
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
て
、
人
口
減
に
対
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
が
持
つ
特
色
を
生
か
せ
る
よ
う
に

連
携
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
効
果
的

な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
町
の
取
組
を
発
信
し
、
人
口
流
出

の
抑
制
や
移
住
者
増
へ
つ
な
げ
て
は
。

そ
の
一
つ
と
し
て
﹁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
町
﹂
と
し
て
住
環
境
の
よ

さ
に
つ
な
が
る
施
策
を
示
し
て
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

２
０
３
０
年
度

ま
で
に
基
準
年
度
比
で
40
・
２
％
削
減

す
る
目
標
に
な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
で
す
が
、
２
０
２
３
年
に
は
、
37
・

73
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
﹁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
補
助

金
﹂
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効

果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消
滅
自
治
体

消
滅
自
治
体

答 

弁
今
後
の
進
め
方
等
を

関
係
課
で
協
議
し
て
い
ま
す

Ｑ
小
中
学
校
再
編
後
の
跡
地
利
用
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

現
在
、
施
設
に

お
け
る
課
題
や
今
後
の
進
め
方
等
を
関

係
課
に
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
該
地
域
に
住
む
町
民
の
声
は
ど

の
程
度
届
く
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

長
き
に
わ
た
っ

て
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
地
域

に
根
差
し
た
施
設
で
す
の
で
、
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
竹
沢
小
学
校
施
設
利
活
用
に
つ
い

て
、
文
化
財
の
保
管
及
び
展
示
場
開
設

の
要
望
に
つ
い
て
考
え
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

現
在
、
文
化
財

は
５
か
所
で
保
管
し
て
い
る
の
で
、
１
か

所
に
ま
と
め
る
こ
と
は
理
想
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
・
活
用
の

場
の
創
設
は
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
開
発

Ｑ
今
後
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
開
発
に

つ
い
て
町
長
の
決
意
を
。

Ａ
町
長　

町
の
宝
は
豊
か
な
自
然
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
著
し

く
破
壊
す
る
開
発
行
為
や
地
元
住
民
の

同
意
を
得
ら
れ
な
い
開
発
は
、
賛
成
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
町
有

地
の
貸
出
や
払
い
下
げ
は
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
の

東
日
本
縦
断
の
台
風
19
号
か
ら
４
年
７

か
月
が
経
過
し
た
。
町
内
の
越
水
箇
所

は
い
く
つ
あ
っ
た
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長
ほ
か　

越
水

は
槻
川
で
15
か
所
、
兜
川
と
市
野
川
に

お
い
て
各
１
か
所
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
土
砂
の
堆
積
で
、
川
底
が
上
が
っ

て
し
ま
う
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る

が
、
主
な
越
水
の
要
因
は
。

Ａ
建
設
課
長　

川
に
急
激
な
曲
線
が

あ
る
こ
と
や
、
山
林
の
荒
廃
に
よ
る
土

砂
や
倒
木
の
流
出
等
が
要
因
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
補
修
工
事
は
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
た

の
か
。

Ａ
建
設
課
長　

護
岸
の
補
修
工
事
な

ど
槻
川
で
19
件
・
兜
川
で
６
件
・
市
野

川
で
2
件
・
新
川
で
１
件
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
料
金
値
上
げ

Ｑ
利
用
者
に
と
っ
て
値
上
げ
に
よ
る

負
担
は
大
き
い
が
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

料
金
の
改
定
は

利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

最
も
回
答
の
多
か
っ
た
﹁
利
用
距
離
に

応
じ
た
負
担
﹂
と
す
る
３
段
階
の
料
金

設
定
に
改
定
し
、
事
業
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
ま
し
た
。

台
風
台
風
1919
号号

学
校
再
編

学
校
再
編

答 

弁
入
居
事
業
者
等
と
の

交
流
で
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
の

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
の

現
状
と
今
後
は

現
状
と
今
後
は

Ｑ
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
、
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｕ
︵
ウ
エ
チ
ュ
ウ
︶
の
現
状
と
今
後
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
固
定
ブ
ー
ス
は
全
て
入
居
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
ま
だ
空
き
が

あ
り
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
は
会

員
が
28
組
と
な
り
、日
替
わ
り
で
カ
フ
ェ

や
子
育
て
サ
ロ
ン
等
と
し
て
活
用
さ
れ
、

地
域
の
方
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
入
居
事
業
者
と
地
域
住
民
と
の
交

流
事
業
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
活
動
を
通
し
て
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
を
使
っ
て
住
民
同
士

が
交
流
で
き
る
可
能
性
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

カ
フ
ェ
や
レ
ン

タ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
利
用
、
地
域
活
動
で

の
共
用
ス
ペ
ー
ス
や
未
活
用
教
室
の
活

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

Ｑ
今
後
の
展
開
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

子
ど
も
食
堂

や
学
習
支
援
の
場
な
ど
に
つ
い
て
、
拡

大
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

児
童
の
居
場
所
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　

高
齢
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス

東
小
川
学
校
跡
地

東
小
川
学
校
跡
地

答 

弁
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
継
続
し
て
い
き
ま
す

町
の
考
え
と
今
後

町
の
考
え
と
今
後

の
取
組
は

の
取
組
は

答 

弁
川
に
急
激
な
曲
線
が

あ
る
等
と
認
識
し
て
い
ま
す

越
水
に
至
っ
た

越
水
に
至
っ
た

原
因
は

原
因
は

跡
地
利
用
の

跡
地
利
用
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。


